
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高校生の皆さんにとって、今いるフィールドとはどこでしょうか？ 

学校や塾、友人や家族、あるいは SNS。 

そのどこにあっても「ルール」が存在し、そのルールに対して、時には守られ、 

時には縛られていると感じることがあるのではないでしょうか。 

金沢大学法学類では、高校生が法学類生と一緒に「法（ルール）」について考え、 

理解を深めるセミナー「ウィークエンド・ロースクール」を毎年開催しています。 

今年度は、石川県立図書館と共催し、より開かれた場での開講となります。 

文系理系を問わず、あらゆる分野で必要性が高まっている「ルール・リテラシー」を考える

セミナーに、たくさんの高校生のご参加をお待ちしています。 

※このセミナーは、『KUGS ⾼⼤接続プログラム』（⾼⼤接続コア・センター主管）の「KUGS Live セミナー」のひとつとして
提供されます。 

※参加申込フォームはフォームズ㈱のサービスを利⽤しています。 

問合せ先：⾦沢⼤学⼈間社会系事務部学⽣課 ⼊試･学⽣募集担当  
n-nyusi@adm.kanazawa-u.ac.jp 

5 月 7 日（月）9 時 受付開始 ／ 6 月 24 日（月）17 時締切 

2024 年 6 月 30 日（日） 13:00～15:00 

石川県立図書館 だんだん広場 

ＮＹ在住の作家ミシェル・ヌードセンによる絵本『としょかんライオン』は、小学生でも読めるやさしい
内容でありながら、「ルール」や「公共」というものについての深い示唆を与える本です。 

第一部 ： 『としょかんライオン』の朗読を聞きましょう。まず物語の中へ入ってみてください。図書館
にはだれでも入ることができます。ライオンでも？そのルールとは？ 

第二部 ： ストーリーをもとに「きまりがなぜ必要なのか」「決まっているルールを破っても許される
ことはあるのか」など、きまりとその根底にあるものについて考えていきます。高校生と大
学生が混じったグループワークを通じて、参加者で意見を出し合いながら、自分なりにき
まり・ルールの必要性について考えてみましょう。  

第 1 回   『としょかんライオン』から始める きまり・ルールのキホン 
 


